
令和４年 １月３１日

３年生の保護者の皆さまへ

奈良県公立高等学校入学選抜学力検査等
受検者に対する注意事項について

厳寒の節、 保護者の皆さまには、益々ご健勝のことと存じます。また、平素は、

十津川中学校の教育にご理解とご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。

さて、奈良県教育委員会より標記の件について、通知がありましたのでお知ら

せいたします。

記

【特色選抜についての注意事項】

１ 実施校及び検査の種類、日程等について

(1) 実施校の学科（コース）及び検査の種類、配点、日程等は、「令和４年度
奈良県立高等学校入学者選抜概要」に示したとおりである。

(2) 検査実施日や集合時刻、検査の時間割等が高等学校によって異なるので、
十分注意すること。
なお、高等学校によっては、面接等の日程の詳細について、別途指示する

場合がある。

２ 持参品について

持参品は、次のとおりである。

〔各科共通〕
(1) 受検票、昼食（湯茶）、上ばき

高等学校では湯茶の準備はしないので、必要であれば各自持参すること。
なお、昼食の要・不要については、出願時に高等学校長から指示があるの

で、その指示に従うこと。
(2) 筆記用具等

通常の筆記用具のほかに、直定規、コンパスを持参すること。ただし、分
度器、分度器付きの定規、分度器付きのコンパス、計算機、計算機付きの用
具等は持参しないこと。
下敷きを持参する場合は、無地のものであること。
また、学校独自検査、実技検査での筆記用具等の使用については、受検校

の指示に従うこと。
(3) 検査場には、時計が設置されていない場合もあるので、必要であれば時計
を持参すること。

(4) 通信機能付きの情報機器（携帯電話等）など、検査に不必要なものは持参
しないこと。



〔個別に持ち物を指定している高等学校・学科（コース）〕
(1) 山辺高等学校 自立支援農業科

出願時に山辺高等学校長が指示するもの
(2) 高円芸術高等学校 音楽科

声楽、ピアノ、コントラバス、スネアドラム、マリンバ以外を選んだ受検
者は、受検種目の楽器

(3) 高円芸術高等学校 美術科、デザイン科
素描に使用する鉛筆、水彩用具一式及び画板

(4) 添上高等学校 スポーツサイエンス科
出願時に添上高等学校長が指示するもの

(5) 桜井高等学校 普通科（書芸コース）
書道用具一式〔半紙用筆、小筆、墨（液体墨も可）、半紙、硯、下敷き（無

地)、文鎮、水差し等〕
(6) 王寺工業高等学校 機械工学科、電気工学科、情報電子工学科

コンパス（半径 10㎝程度の円が描けるもの）、直定規（15㎝程度のもの）、
三角定規、筆記用具

(7) 大和広陵高等学校 生涯スポーツ科
出願時に大和広陵高等学校長が指示するもの

(8) 十津川高等学校 普通科（木工芸・美術コース）
スケッチに使用する鉛筆、消しゴム

３ 受検について

(1) 学力検査の問題冊子は、Ａ３判の問題用紙と解答用紙の各１枚を重ねて二
つ折りにしてある。

(2) 問題用紙と解答用紙は別になっているので、答えは全て解答用紙に書くこ
と。

(3) 「数学」の学力検査においては、計算用紙を配布しない。
(4) 「英語」の学力検査には、最初に聞き取り検査がある。
なお、この際、問題を聞きながら問題用紙の余白にメモを取ってもよい。

(5) 学力検査及び学校独自検査（独自問題及び自己表現）等については、各時
限の検査終了の５分前に合図がある。

(6) 検査中の筆記用具などの貸し借りは認めない。

４ 実技検査について

(1) 高円芸術高等学校音楽科の実技検査について、出願後の種目及び曲目の変
更は認めない。

(2) 添上高等学校スポーツサイエンス科の実技検査について、出願後の種目の
変更は認めない。

(3) 大和広陵高等学校生涯スポーツ科の実技検査について、出願後の領域及び
種目の変更は認めない。

５ 合格発表について

令和４年２月 25 日（金）に、奈良県教育委員会事務局及び出願した高等学
校の W e bページで受検番号により発表する。



６ その他

(1) 欠席の場合は、出身又は在学している中学校長を経て速やかに当該高等学
校長宛てに欠席届を提出すること。
なお、日本に出身又は在学している中学校がない者は、速やかに、直接、

当該高等学校長に申し出ること。
(2) 検査開始後 20 分以上遅刻した場合は、受検を認めず、欠席扱いとする。

また、受検しなかった検査がある場合も、欠席扱いとする。
(3) 追検査対象者は、１時限目の問題配布が始まるまでに欠席する旨を申し出
た者に限る。

【一般選抜についての注意事項】

１ 検査の日程について

(1) 検査期日 令和４年３月 10日（木）
(2) 集合時刻 午前８時 30分
(3) 検査は、下記により実施する。



２ 持参品について

持参品は、次のとおりである。
(1) 受検票、昼食（湯茶）、上ばき

高等学校では湯茶の準備はしないので、必要であれば各自持参すること。
なお、定時制課程における成人特例措置については、昼食を持参する必要

はない。
(2) 筆記用具等

通常の筆記用具のほかに、直定規、三角定規、コンパスを持参すること。
ただし、分度器、分度器付きの定規、分度器付きのコンパス、計算機、計算
機付きの用具等は持参しないこと。
三角定規は「理科」の学力検査では使用できるが、他の教科の学力検査で

は使用できない。
また、下敷きを持参する場合は、無地のものであること。
なお、定時制課程における成人特例措置については、直定規、三角定規、

コンパスを持参する必要はない。
(3) 検査場には、時計が設置されていない場合もあるので、必要であれば時計
を持参すること。

(4) 通信機能付きの情報機器（携帯電話等）など、検査に不必要なものは持参
しないこと。

３ 受検について

(1) 学力検査の問題冊子は、Ａ３判の問題用紙２枚を重ねて二つ折りにしてあ
る。また、解答用紙は、Ａ３判の用紙１枚である。解答用紙は、問題用紙の
ように二つ折りにしてもよい。

(2) 問題用紙と解答用紙は別になっているので、答えは全て解答用紙に書くこ
と。

(3) 「数学」の学力検査においては、計算用紙を配布しない。
(4) 「英語」の学力検査には、最初に聞き取り検査がある。

なお、この際、問題を聞きながら問題用紙の余白にメモを取ってもよい。



(5) 学力検査及び作文については、各時限の検査終了の５分前に合図がある。
(6) 検査中の筆記用具などの貸し借りは認めない。

４ 合格発表について

令和４年３月 16 日（水）に、奈良県教育委員会事務局及び出願した高等学
校の W e bページで受検番号により発表する。

５ その他

(1) 欠席の場合は、出身又は在学している中学校長を経て速やかに当該高等学
校長宛てに欠席届を提出すること。
なお、日本に出身又は在学している中学校がない者は、速やかに、直接、

当該高等学校長に申し出ること。
(2) 検査開始後 20 分以上遅刻した場合は、受検を認めず、欠席扱いとする。

また、受検しなかった検査がある場合も、欠席扱いとする。
(3) 追検査対象者は、１時限目の問題配布が始まるまでに欠席する旨を申し出
た者に限る。


